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係を、第 2章では第 1巻から第 7巻までの具体的な改稿箇所を、第 3章では先行論文について
検証し分析した。 
  
『ナウシカ』は、1982 年 2月号から 1994年 3月号まで足かけ 13年連載された。連載時には
国内外で世界史的な出来事が立て続けに起こった。1986年 4月チェルノブイリ原発事故、1989
年 1月昭和天皇崩御、2月手塚治虫死去、6月天安門事件、11月ベルリンの壁崩壊、12月冷戦






















































































 全体的な構想がまとまった時期は、第 4巻の刊行時の 1987年中頃にかけて、「どんでん返し」
については第 5 巻の改稿が行われた時期に着想されたと考える。ただし、『シュナの旅』には
『ナウシカ』における「庭」や「墓所」に相当する場面が登場するため、1983年頃には大本に
なるアイディアはあったと考えるべきである。また、「人間はしかたのないものだ」という母
の考え方に、ユーゴスラビア紛争の激化に伴って戻ったと見ることもできる。1983年の『シュ
ナの旅』刊行と母の死、1986 年のチェルノブイリ原発事故、1991 年からのユーゴスラビア紛
争の激化などの要素が「どんでん返し」に至らせたと考えるのが妥当であろう。 
 
 最後に「文化人≒思想家」としての宮崎駿と、「町工場のオヤジ≒職人」としての宮崎駿の
関係について検証した。宮崎は自ら「文化人ではなく町工場のオヤジでいたい」という旨の発
言をしているが、結果として「文化人」と見なされることで、アニメ制作に好都合な面はあっ
た。宮崎を、当初から「作家」として扱おうとしたのは 1981 年にアニメージュで「宮崎駿特
集」を組んだ当時の編集部、とくに鈴木敏夫であった。大人数で制作するアニメにおいて「作
家性」を強調し、宮崎駿の特異性をアピールした。鈴木は 1982 年当時、仕事らしい仕事のな
かった宮崎に『ナウシカ』の執筆を勧め、連載が決まると『ナウシカ』のタッチを「読みにく
い」ものにし、連載が危うくなると鉛筆での執筆を勧めた。鈴木は、宮崎にアニメを制作させ
るための一段階として、既存のマンガ文法によらないオリジナルマンガを描かせようとしたと
見ることもできる。『ナウシカ』の成立には鈴木敏夫が大きく関与しているのである。  
 
 今回本稿で行った『ナウシカ』の改稿分析が、基礎資料として『ナウシカ』研究の進展に寄
与することと、「生成論的研究」が今後のマンガ研究において基礎研究の方法として定着する
ことを望む。 
